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今年も山口家住宅主屋の玄関には瀬戸さん

制作の門松が飾られました 

 

 

 

 

 

 

 

 

あけまして おめでとうございます 

新春の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。お正月は大変暖かく、雨岳文庫敷地

内の菜の花も咲き始めました。地球温暖化の影響でしょうか？ 

さて、「雨岳文庫」は、昨年 11 月１日付けをもちまして

公益財団法人として認定されました。これもひとえに皆様

方のご支援のおかげと存じます。このことにより、「雨岳文

庫」の活動体制を改めて整理するとともに、関係諸団体と

連携しながら一層充実した活動の実施と継続的な運営を行

うことが求められることになりました。引き続き、皆様方

のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

本年が皆様にとって幸多き年でありますよう、心からお

祈り申し上げます。 

平成 28 年２月吉日 

  公益財団法人雨岳文庫 理事長 野崎 昭雄 

 

 

 

 平成 27年 11 月１日、雨岳文庫は公益財団法人に認定されました。 

◆設立目的は…（「公益財団法人雨岳文庫定款」より） 

公益財団法人雨岳文庫は、次に掲げる貴重な文化的資料を管理・保存するとともに、それを活

用し、教育や文化の普及に寄与することを目的としています。 

(1) 神奈川県伊勢原市上粕屋８６２番地の１に伝わる国の有形登録文化財であって幕府側近の

旗本の間部氏の地代官所として、国内で最後の代官屋敷であると考えられる建物及び敷地 

(2) 旗本間部氏の地代官資料として保存されている伊勢原市近世、近現代史資料 

(3) 相州最初にして最大の自由民権結社「湘南社」を中心とする自由民権資料 

(4) 大山二の鳥居関係の全国でも珍しい行政、信仰、建設等の資料群 

(5) 第一回帝国議会衆議院議員の山口左七郎以降三代にわたる国会資料（子の左一は帝国農会

関係の衆議院議員、孫の左右平は第二次大戦中の大政翼賛会議員で、産業組合系の衆議院議

員であった） 

(6) 岸田俊子(中島湘烟)や安田米斎の障壁画等の文化的資料及びその他の民俗資料 

 

◆関係諸団体との関係は… 

今後の財団雨岳文庫と関係団体との基本的な関わり方は、次の通りと考えています。 

〇ＮＰＯ法人 雨岳文庫を活用する会 

・雨岳文庫の資料等の活用について、財団の企画に従って事業を実行 

〇雨岳ガイドの会（「活用する会」に属す伊勢原市の歴史アドバイザー受講者が主体の会） 

・山口家住宅の案内、史料の展示及び雨岳文庫に関係したウォークを担当 

・雨岳文庫の資料調査及び関連講習会なども担当 

〇雨岳民権の会（「活用する会」に属す自由民権運動の研究会から発生した会） 

・自由民権運動の研究、民権資料の調査・公開、山口家住宅の公開にも協力 

〇雨岳文庫クラブ（近隣を中心に伊勢原市内外の有志からなる団体） 

・雨岳文庫の環境保全に協力 

・建物の補修や当財団の企画行事の手伝い 

・時には、体験型イベントの実施 

〇雨岳自然の会（東京農大のオープンカレッジを実行することから発足した会） 

・雨岳文庫の社会教育的事業とその行事の手伝いに協力 
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◆業務実行の体制は… 

（1）資料の管理・保存 

野崎（理事長：図書館学、近現代史）、諏訪間（事務局：学芸員）、山口（理事・現所

有者：近現代史）、ＮＰＯ法人雨岳文庫を活用する会 

（2）建物等の管理・保存 

野崎、中山（理事:建築学）、諏訪間、山口、雨岳文庫クラブ 

（3）資料の調査・研究 

野崎、中山、山口、諏訪間、活用する会 

（4）資料の公開・展示（建物を含む）及び研究成果の発表事業 

   野崎、諏訪間、山口、活用する会、ガイドの会、雨岳民権の会、雨岳文庫クラブ 

  伊勢原観光ボランティアガイド＆ウォーク協会 

（5）資料・環境等の社会教育的利用及び街づくり 

   野崎、諏訪間、山口、活用する会、ガイドの会、民権の会、雨岳文庫クラブ 

   雨岳自然の会、伊勢原歴史アドバイザー 

その他関係団体（伊勢原市文化財課、市民協働課、伊勢原市子ども科学館 

いせはらグリーンインストラクター、春色フェスタ実行委員会 他） 

（6）他団体への会場の貸し出し及び協力 等 

   野崎、諏訪間、山口 

   準備・整備 雨岳文庫クラブ、活用する会 

貸 出 団 体 雨岳自然の会、伊勢原市文化財協会、いせはら歴史解説アドバイザー 

〆引子供会、NPO 法人自然塾丹沢ドン会 

林座（人形浄瑠璃）、でんでん座（語り芝居）、夢見る茶畑 他 

（7）その他財団の法人会計にかかわる事業・業務 

一般の法人業務については当財団事務局及び上記関係団体で行う。 

 

 

 

 

  山山口口家家住住宅宅、、資資料料館館のの公公開開    
◆資料館の展示内容が更新されました 
〔開館日時〕 

 原則、毎日曜日 午前 10 時～午後３時 

※行事のある日は休館します。開館日以外に

見学を希望される方は、事前にご相談くだ

さい。都合がつけば予約にて対応できる事

もあります。 

〔入館料〕 

見学箇所 入館料等 

山口家住宅 
一般…300 円/人 

団体(20 名以上)…250 円/人 

資料館 50 円程度の寄付をお願いします 

※中学生以下、｢活用する会｣及び｢自然の会｣

の各会員は無料 

 

  古古文文書書調調査査    
【文化庁文化芸術振興費補助金事業】 

◆雨岳文庫所蔵の古文書を、講師の指導を

受けながら読みます  
〔日 時〕毎月、第２金曜日 午後２時～４時 

〔場 所〕雨岳文庫資料館 

〔講 師〕川島敏郎氏 

〔参加費〕無料 

〔申込み〕随時、毎回 30 名 

 

  柿柿とと梅梅のの剪剪定定講講習習会会    
〔日 時〕２月６日(土)午前９時半～午後２時 

〔参加費〕会員 500 円/人、非会員 700 円/人 

〔申込み〕自然の会へ事前申し込み 

 

  家家族族そそろろっってて    

  古古民民家家でで昔昔ななががららのの味味噌噌作作りり    
〔日 時〕２月 14 日(日) 午後１時～３時 

〔参加費〕５００円/人、中学生以下無料 

〔申込み〕先着 15 家族、2/1～ 

 

  春春いいろろフフェェススタタ    
◆春いろフェスタ実行委員会主催の市民協

働事業です 
〔日 時〕２月 27 日(土)～３月６日(日) 

午前 10 時～午後３時 

〔内 容〕・福祉関連の模擬店が出店し、いろ

いろな催し物が行われます 

・期間中、雨岳文庫の庭内及び周辺

の梅園・菜の花畑の無料開放を致

します 

・期間中、山口家住宅・資料館を公

開します（有料：300 円） 

 

 

こここれれれかかからららののの活活活動動動ややや行行行事事事    
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雨岳文庫収穫祭  
11/８(日)（雨岳文庫を活用する会 他） 

小雨の降る中、雨岳文庫の収穫祭を開催し

ました。まず、雨の中、みんなで芋ほりをし

ました。その

あと、大釜で

炒った落花生

とギンナン、

焼き芋、芋羊

羹、イモヅル

のつくだ煮、

トン汁などを

食べました。

庭ではポン菓子の実演と販売、野菜と漬物の

販売、木の実のクラフト作り(伊勢原グリー

ン・インストラクター）、スーパー竹とんぼ

（活用する会、クラブ）が店開きしました。

さらに、蜂蜜の採取や乾燥芋講習、最後にシ

ャボン玉ショー（伊勢原市立子ども科学館)

で楽しみました。 

 

「伊勢原とその周辺を歩く」3 回目 
12/19(土)（雨岳ガイドの会） 

「伊勢原とその周辺を歩く」の３回目が行

われました。「厚木と渡辺崋山」と題して、

水運と陸運で繁栄した厚木の青山道(矢倉沢

往還)を、雨岳ガイドの会の解説を聞きなが

ら歩きました。

厚木には、天

保２年 (1831

年)に渡辺崋

山 が 訪 れ 、

「游相日記」

を記していま

す。 

厚木の渡船場跡―厚木宿(村)―厚木神社―

渡辺崋山来遊記念碑―熊野神社―三島神社―

長徳寺（4.2km） 

参加者 44名、スタッフ 21 名 

 

自由民権展示   （雨岳民権の会） 
山口家住宅２階の山口左七郎の勉強部屋と

自由民権資料を公開・展示するための準備を

進めています。山口家住宅の公開日に合わせ

て公開する予定です。 

山口家住宅周辺の環境整備作業 
10/25(木)他（雨岳文庫クラブ） 

11 月１日の文化財公開デーに向けて、家の

周りの清掃・整備をしました。また、今年も

伊勢原市グリーンセンターから頂いたパンジ

ーなどを二の鳥居の周りに植えました。 

クラブの皆 

様には、一年 

を通して雨岳 

文庫の施設・ 

環境整備や様々 

な事業の準備 

などを行って 

もらっていま 

す。 

 

伊勢原環境展に参加 
11/21(土)（雨岳自然の会） 

「第 10 回いせはらストップ温暖化展」に

雨岳自然の会も参加し、パネル展示とポン菓

子製作・油搾り実演を行いました。親子連れ

も興味深そ

うに足を止

めていまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文文化化財財ウウォォーーククⅡⅡ｢｢伊伊勢勢原原ととそそのの周周辺辺をを歩歩くく｣｣【文化庁文化芸術振興費補助金事業】  

◆青山道(矢倉沢往還)を中心に伊勢原とその周辺を歩くのも今回が最後です 
〔期日・テーマ〕４回目 ３月 19日(土)「大山の門前町」 

〔参加費〕２００円 

〔申込み〕先着 45 名 

秋秋秋かかからららのののニニニュュューーーススス   

資料調査研究の報告 
 

★「作助ウォーク」完歩記念誌刊行 
文化庁が実施する「文化遺産を活かした観

光振興・地域活性化事業」を受け、平成 24

年度から８回に分けて実施された『上粕屋村

の地代官「山口作助」出府の道を歩く（作助

ウォーク）』の成果が、完歩記念誌としてま

とめられました。 
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お申込み、お問合せ先 

雨岳文庫（山口） 

TEL／FAX：０４６３－９５－０００２

冬から春の主なスケジュール 
 

期日 行  事 主催・担当 時刻等 参加費 申込み方法等 

１ ８ 金 古文書調査 
雨岳文庫 

活用する会 

14 時 

～16 時 
無料 随時申込み 

２ 

６ 土 山口家の梅と柿の剪定講習会 自然の会 
9 時半 

〜14 時 
会員 500 円 

非会員 700 円 
事前申込み 

12 金 古文書調査 
雨岳文庫 

活用する会 

14 時 

～16 時 
無料 随時申込み 

14 日 
家族そろって 古民家で昔な

がらの味噌作り 
雨岳文庫 

活用する会 

１3 時 

～15 時 

大人 500 円/人 

中学生以下無料 

２/１～ 

先着 15 家族 

21 日 みつばち巣箱作製講習会 自然の会 
10 時 

～14 時 
材料費 3 千円 

資料受講用千円 
事前申込み 

２月中旬 

～３月 

の土日 

梅畑・菜の花畑開放 
雨岳文庫 

活用する会 

10 時 

～15 時 
無料 申込不要 

３ 

２/27 

～３/６ 

の毎日 

春いろフェスタ 
春いろフェスタ

実行委員会 

10 時 

～15 時 
無料 申込不要 

11 金 古文書調査 
雨岳文庫 

活用する会 

14 時 

～16 時 
無料 随時申込み 

19 土 

文化財ウォーク 

「大山と門前町」 
雨岳文庫 

活用する会 

9 時 

～12 時半 
200 円 

メール or 電話 

先着 45 名 

椎茸の種菌駒打ち体験 

竹垣づくり 
自然の会 

10 時 

～14 時 
会員 500 円 

非会員 700 円 

原木 500 円/本 
事前申込み 

未定 歴史講演会 
雨岳文庫 

活用する会 
   

27 日 相模人形芝居 林座    

４ 

８ 金 古文書調査 
雨岳文庫 

活用する会 

14 時 

～16 時 
無料 随時申込み 

９ 土 
東京農大オープンカレッジ 

第 1 回目講座 
自然の会 9 時半 

〜15 時 
講座料 

1 万 5 千円/6 回 
東農大ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝ

ｾﾝﾀｰ事前申込み 

23 土 
東京農大オープンカレッジ 

第 2 回目講座 
自然の会 

10 時 

～15 時 
2 千円/単発聴講 

東農大ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝ

ｾﾝﾀｰ事前申込み 

５ 

７ 土 
東京農大オープンカレッジ 

第 3 回講座 
自然の会 

10 時 

～15 時 
2 千円/単発聴講 

東農大ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝ

ｾﾝﾀｰ事前申込み 

８ 日 
雨岳文庫の自園茶畑でお茶

摘み 
雨岳文庫 

活用する会 
   

13 金 古文書調査 
雨岳文庫 

活用する会 

14 時 

～16 時 
無料 随時申込み 

28 土 
東京農大オープンカレッジ 

第 4 回目講座 
自然の会 

10 時 

～15 時 
2 千円/単発聴講 

東農大ｴｸｽﾃﾝｼｮﾝ

ｾﾝﾀｰ事前申込み 

未定 
NPO 雨岳文庫を活用する会

理事会・総会 
活用する会    

 

※山口家住宅及び資料館は、原則として、毎日曜日に開館します。 

※原則として第２・４日曜日は、｢雨岳文庫クラブ｣の活動日(雨岳文庫庭内の整備)になっていま

す。 

※表中の、“活用する会”は｢雨岳文庫を活用する会｣、“自然の会”は｢雨岳自然の会｣を表します。 

※｢雨岳自然の会｣の連絡先は、『ugakusizen@gmail.com、田中：０８０-９７０５-３５５３』です。 

 


